
1919年3月、乗船客を出迎える人々

　滋賀県は、明治より多くの人々がカナダに渡り、日本人のなかで最も多く
の人が在住していたと言われています。しかし、戦争中の強制収容、戦後の
日系人分散政策、人種同化の進行などにより、滋賀とカナダの地域関係は途
絶え、現在では移民のことを知る人はほとんどいません。

　それに伴い、各家庭に眠る移民の資料や持ち物が無自覚に失われています。
このような資料は、滋賀ならではのかけがえのない遺産であり、早急な保存と
継承が必要となっています。

　そのための第一歩として「滋賀からカナダへ－この地にのこる移民の歴史展」
を開催します。ここに展示されるものは、各家庭で保管されてきたもので、カナ
ダ移民の歴史が次世代に継承されることを願ってご協力いただいたものです。

　この展示会では、貴重な資料の保存・継承を呼び掛けていますが、その先に
一度断絶した日系カナダ人と出身地である滋賀が再び交流する未来も展望し
ています。

滋賀県立大学交流センター
住所　
〒522-0057 滋賀県彦根市八坂町2500

アクセス
JR南彦根駅より湖国バス(南彦根駅-県立
大学)で約20分
名神高速道路　彦根ICより車で約20分

　同時開催　人間文化セミナー
 令和７年11月12日（水）15：00~17：00 （交流センター大ホール）

１. 滋賀のカナダ移民の歴史と現在
　講師 松宮 哲
２. カナダ移民遺産の保存と次世代への継承
　講師 堀部 栄次

（滋賀・カナダ移民研究会、「松宮商店とバンクーバー朝日軍」著者）

（滋賀・カナダ移民研究会、磯郷土史クラブ）

お問合せ
滋賀・カナダ移民研究会代表　
松宮　哲（090－9878－4193）




